
辻

村

駒
ケ
岳
噴
火
後
の
植
生
変
化
に
つ
い
て

東

國

一
一

は

じ

め

に

近
年
大
き
な
活
動

の
あ

っ
た
火
山
を
真
近

に
な
が

め
る
と
、
何

か
荒
涼
と

し
た
感
じ
が
あ
る
。
同
じ

火
山
と
名
が

付

い
て

い
る
が
、
近
頃
噴
火
が

あ

っ
た
と
い
う
話
を
聞

か
な

い
火
山

で
は
そ

の
よ
う
な
印

象
を
受
け

に
く

い
。
最
近
噴
火
し
た
火
山

で
は
、
山
体
に
岩
肌
が
露
わ
で
あ
る
が

、
爆

発
後
長
時
間
経

過

し
た
火
山
は
緑

に
覆
わ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
と

い

っ
て
も
間
違

い
で
は
あ
る
ま

い
。

何

か

の
原
因
で
植
生
が
全
て
失

わ
れ
た
り
、

一
部
変
更
し
た
り

し
た
後

に
植
生
が
変

化
し
て

い
く
様

は
遷
移

と
名
付

け
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ

の
興
味
を
引
く
現
象

で
あ
る
。
火
山
に
お
い
て
は
噴
火

の
際
に
火

山
噴
出
物
が
放
出

さ
れ
る

の
で
、

一
時

に
周
辺

の
植
生
が

埋
め
尽
く
さ
れ
て
失

わ
れ
た
り
、
そ
こ
ま
で

に
至
ら
な

い
ま

で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
噴
火
が

お
さ
ま
れ
ば
、
そ

こ
に
新

し
い
植
物
が
侵

入
し
始
め
、

以
後
植
生

の
変
化
が

見
ら
れ

る
の
が
常

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
火
山
地
域

は

わ
れ
わ
れ
が
遷
移

に
つ
い
て
勉
強
す
る
た
め

の
格
好

の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
あ
る
と

い
え
る
。

火
山
噴
出
物
上

の
植
生
遷
移

に
つ
い
て
は
、
↓
「窪
σ

(
一Q。
◎。
Q。
)

に
始
ま
る
イ

ソ
ド
ネ

シ
ア
の
ク
ラ
カ

ト
ア
火
山

に
関
す
る
研
究
が
古
典
と

い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
研

究
に
よ
り
、
火
山
噴
出
物
上

で
は
爆
発

終

了
後

に
、
初
め
ラ

ン
藻
類
が
侵
入
し
て
岩
塊
上

に
フ
ィ
ル
ム
を
つ
く
り
、
次

い
で

シ
ダ
類
が
侵
入
し
、

そ

の
後

、
草
本
類

、
最
後

に
木
本
類

の
侵

入
が
続
く
と
い
う
、

一
次
遷
移
過
程

の

一
つ
の
典
型
が

示
さ

れ

た
。

し
か
し
、

一
口
に
火
山
噴
出
物
と

い

っ
て
も
、
溶
岩
、
軽
石
、
火
山
岩
塊
、
火
山
礫
、
火
山
灰

な
ど
様

々
で
あ
り
、
ま
た
火
山
を
め
ぐ
る
気

候
環
境
も
ク
ラ
カ
ト
ア
火
山

の
よ
う
に
高
温

・
湿
潤

の
場

合
も

あ
れ
ば
、
ア
ラ

ス
カ
の
カ
ト

マ
イ
火
山

の
よ
う
に
冷
涼

な
場
合

も
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
後
、

他
の
火
山
で
類
似

の
研
究
が
多

く
な
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、

こ
の
典
型

に
当
て
は
ま

ら
な

い
例
が
多
く

出

る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
火
山
噴
出
物

上

の
遷
移
過
程

に
つ
い
て
、
噴
出
物

の
性
質
や
気
候
環
境

に
よ
る
整

理

の
必
要
性
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
、更

に
近
年

で
は
、同

一
地
域
内

で
も
微
小
な
立
地

に
よ
る
植
生

の
違

い
が
示
さ
れ

(叶

函
"
一
逡
鱒

℃
o
ぎ

一
⑩
①
ご

両
σQ
σQ
冨
さ

一⑩
刈
一)
、

ま
た
、

「
o
ωσ
臼
ひq
(
一㊤
㎝
㊤)

の
よ
う

に
、
遷
移
系
列
上
相
前
後

す
る
と
考

え
ら
れ

て
い
た
植
物
が
実
は
各

々
固
有

の
生
態
的
地
位
を
持

ち
、

互

に
は
役

立
つ
も

の
で
な
い
と

い
う
考
え
方
も
提
起
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ

ら
の
過
程
を
考
慮
す
る
と
、

火

山
噴
出
物
上

の
植
生
遷
移

に
つ
い
て

は
今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
詳
細

な
植
生
変
化

の
観
察

と
と
も

に
、
変
化

の
動
因

の
解
明
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
一
般
に
火
山
噴
出
物
上

の
植
生
遷
移

の
進
行

は
、
百
年

を
単
位
と
し
て
よ
い
ほ
ど

に
遅

い
。

こ
の
欠
点
を
カ
バ

ー
す

る
た
め

に
、
通

例
で
は
同

一
地
域
内

で
噴
出
年
代

の
異
な
る
噴
出
物
上

の
植
生

を
比
較
す
る
方
法
が
取
ら
れ
る
。

し
か
し
、
前

に
述
べ
た
よ
う
な
遷
移

の
詳
細
な
研
究
を
行
う
た
め

に

は
、
同

一
噴
出
物
上
で

の
継
続

し
た
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

駒

ケ
岳
は
、

一
九

二
九
年

の
噴
火
直
後

か
ら
植
生
変
化

の
様
子
が
継
続

し
て
観
察
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
要
求
に
応

え
ら
れ
る
世
界

で
も
数
少
な

い
例

の

一
つ
で
あ
る
。
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植
生
に
与
え
た
被
害

駒

ケ
岳
は
標
高

一
、

一
三
三

m
の

コ
ニ
ー
デ
型
火
山
で
あ
る
。
村
山

(
一
九
七
八
)

に
よ
れ
ば
、

一

六
四
〇
年

(寛
永

一
七
年
)

の
噴
火
が

記
録

に
残
さ
れ
て

い
る
最

も
古

い
噴
火
で
あ
り
、

こ
の
と
き

は

降
灰
し
、
津
波

に
よ
り
多
数

の
死
者
が
出

た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
後
、

一
八
五
六
年

(安
政
三
年
)

に
も
再
び
噴
火
が
起
り
、
降
石
、
降
灰
な
ど

に
よ
り
大
き

な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。

以
後
被
害

の
小
さ

い
小
規
模

の
噴

火
が
何
回
か
記
録

さ
れ

て
い
る
が
、

一
九

二
九
年

(
昭
和
四
年
)

に
な

っ
て
大
噴
火
が
起

っ
た
。
安
政

の
噴
火

か
ら
七

三
年
後

の
こ
と
で
あ
る
。

噴
火

の
状
況

は
赤
木

(
一
九
二
九
)

に
よ
り
詳

し
く

ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
年

の
六
月
十
七

日

午

前

一
時
頃

か
ら
鳴
動

に
次

い
で
降
灰
が
始
ま

っ
た
。
午
前
十
時
頃

に
は
大
鳴
動
と
と
も

に
降
石
が
盛

ん

に
な

っ
た
。
午
後

一
時
頃
か
ら
は
軽
石
流

の
溢
出
が
あ
り
、

こ
れ
は
午
後
十

一
時
頃
ま
で
た
び

た
び

起

っ
た
。

こ
の
間
も
噴
火
現
象

は
続
き
、
降
石
の
止
ん
だ
の
は
翌
日

の
午
後

一
時
半
頃
で
あ

っ
た
。

噴
火

に
伴

っ
て
様

々
な
火
山
噴
出
物
が
拠
出

し
た
が
、
中
で
も
植
生
に
大
き
な
被

害

を
与

え

た

の

は
、
放
出
、
降

下
、
堆
積

し
た
軽
石
と
、
火
口
よ
り
溢
出

し
た
軽
石
流
で
あ
る
。
軽
石

の
放
出

は
約

一

五
時
間

に
わ
た

っ
て
お
り
、
折

か
ら

の
北

西
風

に
乗

っ
て
頂
上
よ
り
東
南
東
な

い
し
南
方

に
広
く
散
布

し
た
。
そ

の
厚
さ
は
鹿
部
付
近

で

一
～
三

m
に
達

し
た
。

軽
石
流

は
、
噴
火

口
を
中
心
に
し
て
放
射
状

に
何
本
も
流
れ

た
。
頂
上
部
に
近

い
急
斜
面
を
流
れ
た

軽
石
流
は
流
勢
が
盛

ん
で
ほ
と
ん
ど
流
れ
去
り
、
却

っ
て
表
土
を
削
り
山
骨
を
露

し
、
軽

石
は
わ
ず
か

に
残
留

す
る
に
す
ぎ
な

か

っ
た
。
傾
斜
が
緩
や

か
な
山
麓
部

で
は
、
軽
石
流
は
扇
状

に
拡
大

し
て
、
先

端
部

で
舌
状

の
突
起
と
な

っ
て
停

止
し
た
。
何

回
と
な
く
流
れ

る
こ
と

に
よ

っ
て
軽
石

の
厚

い
層
が

で

き
、
そ

の
厚
さ

は
最
大
二
五

m
に
達

し
て
い
る
。
流
出

し
た
軽

石
は
非
常

に
高
温

で
、
三
〇
〇
～
五
〇

〇

℃
に
も
達
し
た
。

火

山
灰

は
長
時
間
降
下
堆
積
し
た
が
、
そ

の
範

囲
は
噴
火

口
の
南
東
か
ら
北
東

に
か
け
て
広
く
拡
が

っ
て
い
る
。
頂
上
付
近
で
は
厚
さ
約

二
〇

cm
、
沼
尻
付
近

で
は
約

五
c田
の
堆
積
が
記
録
さ
れ
た
。

降
下

し
た
軽
石
と
軽

石
流

の
容
積

は
、
合
わ
せ
て
約
○

・
四
九
㎞
と
堆
算
さ
れ

て
お
り
、
そ

の
被
害

は
甚
大

で
あ

っ
た
。

駒

ケ
岳
周
辺

の
極
相

は
ブ

ナ
林
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

(
く
o
ω
三
〇
訂

鳩
一㊤
O
O
)
。

し
か
し
、
駒

ケ
岳
は

以
前

か
ら
た
び
た
び
爆
発

を
く
り
返
し
て
お
り
、

一
九

二
九
年

の
大
爆
発
前
夜

の
植
生
も
、

一
八
五
六

年

の
爆
発

に
よ
る
植
生

の
被
害

か
ら

の
回
復

の
途
上

に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
山
本

(
一
九
三

六
)

は
、
爆
発
以
前

の
駒

ケ
岳

の
植
物

に
つ
い
て
記
録
し
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
噴
火

口
の
周
辺
は

植
生
が
貧
弱
で
あ

っ
た
が
、
山
麓

で
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

シ
ウ
リ
ザ
ク
ラ
、
ド

ロ
ノ
キ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク

ラ
な
ど

の
混
じ
る
落
葉
広
葉
樹
林
で
あ

っ
た
。
ま

た
、人

為

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
草
原
が
各
所

に
あ
り
、

ス
ス
キ
、
ト
ダ

シ
バ
、

ワ
ラ
ビ
な
ど
が
優
占

し
、

こ
れ
に
ド

ロ
ノ
キ
、

ヤ
マ
ナ
ラ

シ
、

シ
ラ
カ
ン
パ
な

ど

の
稚
樹
が
点
在

し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
植
生
が
爆
発
に
よ

っ
て
受
け
た
被
害
の
様
子

は
、
吉
井

(
一
九
四
二
)

に
よ
り
詳
し
く

調
査

さ
れ
た
。

初
め
に
、
軽

石
流

に
よ
る
被
害

に
つ
い
て
は
、
赤
井
川
軽

石
流

の
山
麓
部
分
、
標
高

二
〇
〇

m
の
付

近
が

調
べ
ら
れ

て
い
る
。
流
路

に
沿

っ
て
軽
石
が

厚
く
堆
積

し
た
部
分

は
、
全
て
の
植
物
が
焼
き

つ
く

さ
れ
埋
め
つ
く
さ
れ
て
、

一
木

一
草
も
残
ら
な
か

っ
た
。

こ
の
流
域

の
所

々
に
、
軽
石
流
が
通

過
し
た
が
堆
積

し
な
か

っ
た
島
状

の
小
地
域
が
点

在
す
る
が
、

そ
こ
で
は
枯
木
が
そ

の
ま
ま
樹
立

し
て

い
た
。

降
下

し
た
軽
石

の
堆
積
地

に
つ
い
て
は
、
留

ノ
湯
、
鹿

部
付
近
が

調
べ
ら
れ
た
。
軽
石

の
堆
積
が
薄

い
場
合

は
、
器
械

的
傷
害

に
よ
り
植
物
が

い
た
め
ら
れ

は
し
た
が
、
全
て
が
枯
死
す
る
ま
で
に
は
至
ら

な
か

っ
た
。
厚
く
堆
積

し
た
場
合

に
は
、
軽

石
流

の
場
合
と
同
様
に
植
物
は
全
く
残
ら
な
か

っ
た
。

火
山
灰

に
よ
る
被
害

は
、
軽
石
流
や
降

下
し
た
軽
石

に
よ
る
被
害

に
比
べ
て
軽
微

で
あ

っ
た
。

以
上

の
よ
う

に
植
生
に
大
き
な
被
害

を
与

え
た
駒

ケ
岳

の
噴
火

は
、
比
較
的
短
期
間
で
終
了

し
た
が

、

以
後

こ
れ
ら

の
地
域

で
、

一
次
な
ら
び
に
二
次

の
遷
移
が
開
始
さ
れ

た
わ
け
で
あ

る
。

=
ニ
=
=
脚
=
=
=
=
一■
=
"=
=
=
=
=
=
=
=
一
=
一=
一
=
=
=
3
=
騨

噴
火
後
の
植
生
変
化

駒

ケ
岳

の

一
九

二
九
年
の
噴
火
後

の
植
生
変

化
に
つ
い
て
は
、
吉
井

(
一
九

四
二
)

に
よ

っ
て
そ

の
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調

査
が

始
め
ら
れ
、
次

い
で

嶋
o
ω三
〇
ぎ

(
一〇
〇
①
)
、
辻
村

・
飯
泉

(
一
九
七
八
)
に
よ

っ
て
爆
発
後
約

五
〇

年
ま
で
の
様
子
が
報
告
さ
れ
た
。
も

っ
と
も
、
当
初
吉
井

に
よ
り
調
査
さ
れ
た
地
域

の
多
く
が
戦

後

植
林
そ

の
他
に
よ

っ
て
継
続
不
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
唯

一
つ
残
さ
れ

た
赤
井
川
軽
石
流

に
お

い
て

も

、
近
年
軽

石
の
採
掘
が

進

み
、
対
象
地
域

は
非
常

に
限
ら
れ

た
も
の
と
な

っ
て

い
る
。

初
め

に
、爆
発

に
よ

っ
て
植
物
が
全
て
失

わ
れ

て
し
ま

っ
た
後

に
開
始

さ
れ

た

一
次
.遷
移

に
つ
い
て
、

昨
今

ま
で
観
察
が
続
け
ら
れ
て

い
る
赤
井

川
軽
石
流
を
例

に
と

っ
て
紹
介
す
る
。
こ
こ
は
前

に
も
述
べ

た
よ
う

に
、
高
温

の
軽

石
が
最
大

二
五

m
も

の
厚
さ
に
達

し
て
流
下
堆
積
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
観
察

は
噴
火

二
ヵ
月
後
か
ら
始

め
ら
れ

た
が
、
二
年
後

に
初
め
て

ス
ギ
ゴ
ケ
類
が
軽
石
流
中

の
凹
地

に
認

め

種 1935 1938 1942 1948 1960 19651977

シ ラ カ ン バ

ド ロ ノ キ

カ ラ マ ツ

ア カ マ ツ

ミ ズ 十 ラ

バ ・'コ ヤ+ギ

オ ノエ ヤ ナ ギ

イ ヌコ リヤ ナ キ

ノ リ ウ ツ ギ
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ハ イィロキゴヶ1

{
事!';4'

ら
れ

た
。
四
年
後

に
は
パ

ッ

コ
ヤ
ナ
ギ
、

シ
ラ
カ

ソ
バ
、
イ

ヌ

コ
リ

ヤ
ナ
ギ
、
ド

ロ
ノ
キ
な
ど

の
樹
木

の
芽
生
え
と
、

ス
ス
キ
、

ヤ

マ
ハ
ハ
コ
、

オ
オ

ヨ
モ
ギ
、

オ
オ
イ
タ
ー3

リ
、

ア
キ
タ
ブ

キ
な
ど

の
草

本

の
芽
生
え
が
見

ら
れ

た
。

こ
の
後

、
草
本

に
つ
い
て
は
、
爆
発

四
～
六
年
後

に
か
け
て
多

く

の
新

し

い
種

の
侵
入
が
あ

っ
た
が
、

一
〇

年
も
経
過
す

る
と
見
ら
れ
な
く
な
る
も

の
が
多
く
、
以
後

は
組
成

の

変
化

は
少
な
か

っ
た
。
木
本

に
つ
い
て
は
、
九
年
後

に
カ
ラ

マ
ツ
や
ア
カ

マ
ツ
が
新
た

に
見

ら
れ
る
な

ど
漸
次

そ
の
種
数
を
増
や
し
た
が
、

こ
れ
も
二
〇
年
も
経
過
す
る
と
以
後
組
成

の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
ま
た
、
爆
発
約

三
〇

年
後

よ
り
、
地
衣
類

の

ハ
イ
イ

ロ
キ
ゴ
ケ
が
侵

入
し
増
加

を
始

め
た
。
爆
発

六
年
後
以
後

の
主
要
構
成
種

の
量
の
変
化
は
、
図

一
に
示

し
た
通
り
で
あ
る
。

全
体

に
増
加
は
緩

か
で
、
特

に
草
本
類

の
増
加

は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
爆

発
四
八
年
後

の
状

態
は
、
ア
カ

マ
ツ
、
カ
ラ

マ
ツ
、
ド

ロ
ノ
キ
が
三
～
五

図1赤 井川 軽 石流 中 心 部 に お け る主 要 構 成 租 の 被 度(横 軸)と 植

物 高 階 級(た て 軸)の 変 化(辻 村 ・飯 泉 、1978に よる)。

図 に示 した 被 度 と植 物 高階 級 の ス ケ ール は 、 被 度 はHult-

Semander法 に よ り、植 物 高 階級 は1:〈5c釦 、2:5～100c釦 、

3:100～200c面 、4:200～500c釦 、5:>500cmで あ る。

m
に
達

し
て

い
る
が

、
イ

ヌ

コ
リ

ヤ
ナ
ギ
、
バ

ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
は
生
育
悪
く

一
m
に
満
た
な
い
。
草
本
で
は
、

ス
ス
キ
、

ヤ
マ
ハ
ハ
コ
な
ど
が
残

っ
て

い
る
が
そ

の
量

は
少
な

い
。

こ
れ
に
対

し
て
、

ハ
イ
イ

ロ
キ
ゴ
ケ
は
そ

の

後
も
急
激
に
増
加

し
、軽
石

の
表
面

を
覆

い
尽
く
す
ま
で
に
至

っ
て

い
た
。

つ
ま
り
、
軽

石
上

の

一
次
遷
移
は
爆
発
数
年
後

に
コ
ケ
類
、
草
本
類
、

木
本
類
が

ほ
ぼ
同
時

に
侵
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
始

ま
り
、
当
初
は
種

の

交
代
が
激

し
い
が
、

一
〇
～
二
〇

年
も
経
過
す

る
と
、
以
後
組
成

の
変
化

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
量

の
増
加

も
少
な

い
緩
慢
な
遷
移
が
続

い
て

い
る
と

い
え
る
。

他
方
、
爆
発

に
よ
る
被
害
が
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
な
く
、
多
少

な
り
と
も

植
物
が
生
き
残

っ
た
場
合

に
見
ら
れ
る

二
次
遷
移

に
つ
い
て
は
、

一
次
遷

移

に
比
べ
て
速

か
な
植
生

の
回
復
が

予
想

さ
れ

る
が
、
吉
井
(
一
九
四
二
)

は
、

こ
れ
が
将
来

の
駒

ケ
岳

に
お
け
る
植
生

回
復

の
核
に
な

る
も

の
で
あ

る
と
し
て
重
視

し
て

い
る
。
二
次
遷
移

の
過
程

は
、
植
生
が
受
け
た
被
害

の
程
度
に
よ
り
非
常

に
異
な
る
が
、

こ
こ
で
は

一
九
六
五
年
ま
で
継
続
し

て
調
査
が
続
け
ら
れ
た
白
蛇
沢
地
域

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

こ
こ
は
、
赤
井
川
軽
石
流

の
流
路

に
な

っ
て

い
る
が
、
軽

石
流
が
通
過

し
た
だ
け
で
堆
積

し
な
か

っ
た
た
め
、
植
物
が
全
て
枯
死
し
た
わ
け
で
は

56



な
く

、
枯

木
が
そ

の
ま
ま
樹
立
す

る
の
が
見
ら
れ
た
地
域

で
あ
る
。

爆
発
直
後

に
は
植
物

の
生
育
を
見

な
か

っ
た
が
、
四
年
後
に
は
ノ
リ
ウ

ツ
ギ
、
タ
ラ
ノ
キ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、

ウ
ワ
ミ
ズ
ザ

ク
ラ
な
ど

爆
発

以
前

に
存
在

し
て

い
た
植
物
が
萌
芽

に
よ
り
再
生

し
た
。
ま

た
、
下
生

で
は

ワ
ラ
ビ
、

ヤ

マ
ブ
ド
ゥ
な

ど
が
、
残
存
し
た
地
下
器
官
よ
り
再
生

し
た
。
新

た
な
侵
入
種

と
し
て
は
、
ア
レ
チ

ノ
ギ
ク
、
ヒ
メ

ス
ゲ

、

ヒ
メ
ジ

ョ
ン
、

ヤ
ナ
ギ
ラ

ン
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
六
年
後

に
は
、

シ
ナ
ノ
キ
、

ハ
ウ
チ
ワ
カ

エ
デ
、
イ

タ
ヤ
カ

エ
デ
、

ミ
ズ

ナ
ラ
な
ど

の
再
生
樹

の
他

に
、

シ
ラ

カ
ン
バ
、
バ

ッ

コ
ヤ
ナ
ギ
な
ど
が
侵

入
し
て

二
～
三

m
の
疎

林
を

つ
く
り
、
ま
た
、
下
生

え
は
著

し
く
繁
茂

し
て
、

ワ
ラ
ビ
、

ス
ス
キ
、

ヒ
メ
ス
ゲ

な
ど

の
多

年
草
が
優
勢

と
な

っ
た
。

以
後
は
緩
や
か
に
林
が
密

に
な
る
と
ど
も

に
、
樹
高
も
増
加

し
、
特

に
シ
ラ
カ
ン
パ
、
バ

ッ

コ
ヤ
ナ

ギ
な
ど

の
侵
入
樹
種

お
よ
び

ス
ス
キ
が
増
加

し
て
、

二
〇
年
後

に
は
三
～
五

m
の
密
な
林
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
爆
発
後
約

三
〇
年
を
経
過

し
た
頃
か
ら
、
ミ
ズ

ナ
ラ
、
イ

タ
ヤ
カ

エ
デ
な
ど

の
再
生
樹

の
急

激
な
生
育
が
見
ら
れ
、
侵

入
種

の
シ
ラ
カ

ン
バ
を
ま
じ
え
た

一
〇
～

一
二

m
の
林

と
な
り
、
ほ
ぼ
爆
発

以
前

の
様
相
を
呈
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
耐
陰
性

に
欠
け

る
バ

ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
、
ヤ

マ
ゥ
ル
シ
な
ど
は
見

ら
れ
な
く
な
り
、

ス
ス
キ
、

ワ
ラ
ビ
な
ど
も
減
少
し
た
。

つ
ま
り
、

こ
の
地
に
お
け

る
二
次
遷
移

過
程
は
、

一
次
遷
移

に
比
べ
て
非
常

に
進
展
が
速
く
、
爆
発

終
了
後
ま
も
な
く
再
生
種

お
よ
び
侵

入
種

に
よ

っ
て
地
表

は
覆
わ
れ
、
三
〇

年
も
経
過
す

る
と
ほ
ぼ
爆

発
以
前

の
様
相

を
回
復

し
た
わ
け
で
あ
る
。

=
一
=
=
=
=
=
一
=
=
=
一=
一
=
ニ
=
=
=
=
一=
一
=
=
=
=
一

む

す

び

駒

ケ
岳
を
遠
望
す

る
と
軽
石
流
は
容
易

に
判
別
で
き
る
が
、
そ

の
地
域

は

一
次
遷
移
が
起

っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
い
ま
だ

に
地
表
面
が
多
く
露
出
し
て
い
る
。

二
次
的

に
再
生

し
た
林
は
、
現
在

遠
目

に
は
周
囲

の
林
と
の
区
別
が
難
し

い
。

軽
石
上

の

一
次
遷
移

は
、
溶
岩

に
お
け
る
そ
れ
よ
り
速
く
進
む
と

い
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
よ

う
な
比
較
は
、
気
候

環
境

を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要

で
単
純

に
は
で
き
な
い
が
、
確

か
に
、
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
気
候

の
違

い
が

な
い
と
思
わ
れ
る
岩

手
山

の
焼
走
り
溶
岩
流

の
場
合
を
み
る
と
、

二
〇
〇

年
を

経
過

し
て
も
未
だ

に
不
毛
の
地

で
あ

っ
た

(
吉
井
他
、

一
九
四
〇
)
。

こ
れ
に
比
べ
れ
ぽ
、

駒

ケ
岳

の

軽

石
上

で
は
比
較
的
初
期
か
ら
疎
な
低
木
林

の
様
相
を
示
し
、

二
次
遷
移

に
類
似
し
て
い
る
と
言
わ
れ

た

わ
け

だ

が

(
吉

井

、

一
九

四

二
)
、

そ

の
後

の
変

化

は
予
想

し

た

ほ
ど

に

は
決

し

て
速

く

な

い
。

こ

の
軽

石
上

で

は
、

コ
ケ
類

、
草

本

類

、

木

本

類

が

ほ
ぼ

同

時

に
侵

入
し

て

お
り

、

三

者
が

各

々
固

有

の
立

地

を
有

し

て

い

る
と

言

わ

れ

る

(
嶋
O
ω
ゴ
一〇
一(90
》
一㊤
①
O
)
。

し

か
し

、

こ
れ

ら

三

.者
が

侵

入
以

後

順

調

に
そ

の
量

を
増

や

し

て

い
け

る

か

と

い
う

と

決

し

て

そ

う

で

は

な
く

、
昨

今

で
は

遷

移

の
動

き

は

非

常

に
緩
慢

で
あ

る

。

で

は
、

こ

の

一
種

の
停

滞

期

か

ら
遷

移

を
進

ま
せ

る
力

は
ど

こ

に
あ

る

だ
ろ

う

か
。

こ

の
点

に
関

し
て

、

最

近

の
キ

ゴ

ケ
類

の
増

加

は

注

目

さ
れ

る
。

↓
9。
曽

乏
拶

(一
8

劇
)

に
よ
れ

ば

、

桜

島

で

は
遷

移

初

期

に
キ

ゴ

ケ
類

の
侵

入
が

み
ら

れ

る

と

い
う
が

、

駒

ケ
岳

で

は
約

三

〇

年

の
経

過

を

待

っ
て
侵

入

し
、

五
〇

年
後

に

は
軽

石

上

を

ほ
ぼ

覆

い

つ
く

し
て

い

る

。

キ

ゴ

ケ
類

の
働

き

を

注
意

し

つ
つ
、

今

後

も
軽

石

上

の
植
生

変

化

を

注
意

深

く
見

守

っ
て

い
く

必

要
が

あ

る
。

(山
形
大
学
理
学
部
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